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事業の概要ならびに経過
平成21年度独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業
産じょく期母親の健康・育児支援啓発普及事業

●事業の目的
産じょく期の母親、とくに一人目の子どもを出産したばかりの母親は産

後の疲労に加え、初めての慣れない育児に戸惑い心身に変調をきたすこと

が多い。そのうえ、核家族化の進行や地域連帯の希薄化などにより、産じ

ょく期の母親は周囲から育児支援を受けることがなかなか難しい状況にあ

る。そのような状況のもと、周囲から孤立し育児不安をかかえながら行う

育児は、母親をさらに追いつめ、産後うつの発症あるいは児童虐待の一因

ともなることが指摘されている。

そのため、産じょく期の母親を対象とした産じょく期の母親自身の健康

の大切さやその時期特有の心身の状態、加えて新生児期および乳児期の赤

ちゃんの特徴などを理解してもらい、周囲と協力を得ながら育児を実践し

てもらうことを目的とした啓発冊子の作成・配布を行った。また妊産じょ

く婦を指導する母子保健関係者を対象にシンポジウムを開催した。

●本事業の実施体制および経過
啓発冊子およびシンポジウムの内容をより充実したものにするために、

学識経験者を含めた企画・編集委員会を設置した（表）。

企画・編集委員会は平成21年７月27日、10月26日、12月14日の計３回実

施し、啓発冊子およびシンポジウムの内容などについて意見交換を行った。

本事業の周知およびその成果の活用を図るために、啓発冊子と本報告書

を作成した。啓発冊子は全国の産婦人科病産院、助産所相談窓口、地方自

治体、保健所・保健センター・医療関係団体に配布した。また、シンポジ

ウムの講演内容、本事業の概要や母子保健指導者に有益な資料などをまと

めた本報告書は、地方自治体、保健所・保健センター・医療関係団体に配

布することにした。

●事業内容
1．妊産じょく婦とその家族向けの啓発冊子の作成
『誕生から６か月まで　はじめまして赤ちゃん』（B5判、オールカラー、

24ページ）を104,050部作成し、全国の産婦人科病産院、助産所相談窓口お

よび都道府県・政令指定都市・中核市・特別区などを通じ、妊産じょく婦

ならびに母子保健関係、保健・医療関係団体に配布した。

2．シンポジウムの開催
妊産じょく婦やその家族に直接関わる母子保健関係者に対し、産じょく

期の心身の健康管理の大切さや産じょく期特有の心身の状態などに関する

最新の情報を提供するためのシンポジウムを東京で開催した。

シンポジウムの講師は当企画・編集委員４人全員が担当した。シンポジ

ウムには妊産じょく婦やその家族の指導にあたる保健師、助産師など母子

保健関係者などが164人参加した。

企画・編集委員会　委員

中 林 正 雄

佐 藤 拓 代

石 川 眞里子

市 川 香 織

総合母子保健センター愛育病院院長

大阪府富田林保健所所長

山梨大学大学院医学工学総合研究部成育看護学講座
准教授

社団法人日本助産師会事務局長

氏　　名 所　　　　属
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産後の母親の健康管理と
育児支援シンポジウム

総合母子保健センター愛育病院院長　中林正雄

産後の母親の健康管理と育児支援

そのためには必要な知識を正しく理解しなく

てはなりません。

また、快適で安全な出産への希望は社会全

体で大変強くなっています。そして社会的に

は、産後うつ病、育児困難、さらには虐待と

いうものが社会問題になっている、といった

ようなトレンドがあろうかと思います。

❋

そこで、産後のお母さんに何が大切なのか、

ということを考えてみますと、やはり安全で

快適な妊娠・出産経験をしたということです。

妊娠中からの健康管理、適切な運動、リラッ

クスした気持ち、こういった妊娠中からのも

のが産後に関係するだろうということです。

そして、家族、医療スタッフ、社会、さらに

は赤ちゃんとの良好なコミュニケーション、

こういったものが妊娠中からできていること

が産後も大切だろうと考えられます。

❋

分娩直後は1kgぐらいあった子宮は、1週

間で半分になり、臍高であったものが恥骨結

母親の健康管理と育児支援

本日は産後のお母さんの健康管理と生後６

か月くらいまでの赤ちゃんを中心にした育児

支援について、まずは私のほうから総説的な

お話をさせていただきます。皆様、それぞれ

の地域でお母様方等にお話しする際のご参考

になれば、と思っております。

❋

ご承知のとおり晩婚、晩産化による高齢出

産の増加と少子化、これは大変大きな問題に

なっています。一方、ハイリスク妊娠の増加

がありますが、これは内科合併症の方も管理

することにより妊娠・出産ができるようにな

りましたし、不妊症でこれまで妊娠できなか

った方も出産できるようになってきたという

ことです。

一方、核家族化、社会環境の変化によって

妊娠・出産・育児の情報伝達があまりうまく

いっていないということがあります。それに

もかかわらず、医学情報は大変多くなってい

ます。自己決定が尊重されるので自分でいろ

いろなことを決めなくてはならないのですが、

最近の妊娠・出産・育児のトレンド

合の上ぐらいまでに小さくなります。そして

２週間で300g、４週間たちますと非妊時に近

づいて100gくらいということで子宮は大変早

く復古するということがおわかりいただける

と思います。

生理はだいたい分娩後２か月から４か月で

再開しますが、授乳をしている場合はそれが

終わるまで止まっていることが多く、１年ぐ

らい戻らない方も多くいらっしゃいます。

体型の回復ですが、妊娠中に３kgくらい

蓄積された脂肪は母乳育児をして、家事で消

費することが大事です。無理なダイエットは

せず、ひと月に500gくらい、６か月で元に戻

るくらいのつもりの戻し方が無難です。また

骨盤底の筋肉などがゆるむので引き締めるエ

クササイズがおすすめです。

❋

子宮復古不全、悪露の異常、産じょく熱、

乳汁うっ帯、乳腺炎、膀胱炎、腎盂腎炎とい

ったものが多いことはご存じのとおりです。

マイナートラブルとしては、会陰切開部の痛

み、恥骨痛、腰痛、便秘、痔、尿もれ、抜け

毛などがあり、これは赤ちゃんを産むために

産後に起こりやすいからだとこころの異常

多くの組織や筋肉が柔らかくなって、それが

戻るのに時間がかかるということです。産後

のお母さんのチェック項目としては、出血、

悪露のにおい、お腹の痛み、会陰切開部の痛

み、発熱、排尿時痛、残尿感、乳房痛、熱感、

貧血、息切れ、といったものがあり、これら

の症状によって産後の多くの病気は診断がつ

くことになろうかと思います。

このようなことから、産後の母体のケアと

して大切なことは、ひとつは子宮復古を促進

させることです。子宮筋の輪状マッサージ、

尿をためて膀胱をいっぱいにすることを避け

たり、便秘をしないようにする、早期離床し

て悪露の排出を促進する、赤ちゃんにおっぱ

いを吸ってもらって、オキシトシンの分泌を

促進し子宮収縮をよくする、といったことで

す。

会陰部の創傷については、感染予防のため

に清潔にして、またきつい下着等をはかずに、

血行を保持して傷のなおりをよくするという

ことが基本です。

体力の回復に関しては、寝不足になりがち

ですので、十分な休息と睡眠、そしてバラン

スのとれた食事、産じょく体操ということに

なろうかと思います。

❋

これまではからだのお話をさせていただき

ましたが、産後に起こりやすい心理面の異常

については、マタニティブルー、またはマタ

ニティブルーズといっておりますが、20～

40%、またはデータのとり方によっては７割

くらいの方がかかるといわれています。産後

２～３日に発症して、おおむね１～２週間で

自然になくなるといわれています。わけもな

く悲しくなって涙もろくなる、何もやる気が

子宮の復古

分娩直後

1週間後

2週間後

3週間後

4週間後

6～8週間

子宮重量

1,000ｇ

500ｇ

300ｇ

200ｇ

100ｇ

60～70ｇ

子宮の大きさ

（1 ／2 ）臍高

（1 ／3 ）恥骨結合上縁（手拳大）

（1 ／5 ）腹壁上からは触れない

（1 ／10 ）非妊時に近づく

（妊娠前に戻る）



のすすめですね。これは母子の絆を深めるの

に有効であり、また母乳育児が確立しやすい、

赤ちゃんがほしがるときにほしがるだけ授乳

できるということで母乳の出もよくなります。

この間に自宅に帰ってからの育児に慣れてお

くことができ、わからないことはいろいろ助

産師さんに質問することができます。そして、

この時期に赤ちゃんの個性とか性格、また生

活のリズムがよくわかるようになりますし、

退院してもなんとかやっていけそうな気にな

るわけです。

授乳期に気をつけることとして、バランス

のとれた食事が大切です。とくに良質のたん

ぱく質である魚、豆類をとり、逆に脂肪の多

い肉等は避けたほうがよいといわれています。

母乳で唯一足りない成分がビタミンKです。

ビタミンKは注射か飲み薬でとってもらうの

ですが、できればビタミンKの多いブロッコ

リーや緑の野菜をとってもらうようにすると

よいと思います。また東北地方では納豆をた

くさん食べますが、それによってビタミンK

の欠乏による脳出血が西日本に比べて少ない

ということで、納豆のビタミンKの効果はた

いへん高いということがわかっています。

その他、睡眠、休養はきちんととる、スト

レスは適度に発散する、当然のことながら飲

酒喫煙はしない、ということが大切です。同

時に乳房の血流をよくする母乳マッサージ、

いろいろなタイプのマッサージがありますが、

これもよろしいかと思います。

❋

お母さん方は母乳が足りないのではないか

ということをとても心配されます。１週間に

１回赤ちゃんの体重を測って、増えていない

かどうかをみる、授乳のとき30分以上乳首を

ない、なげやりになる、イライラして周りに

あたる、小さなことでクヨクヨしたり不安に

なったりするといった症状です。原因は胎盤

の娩出によってホルモンに急激な変化が起き、

慣れない生活や環境の変化、さらに育児の疲

れによって起こりやすいといわれています。

対応としては、つらいこと心配なことは、

家族、とくに夫や友人に打ち明ける、家事は

少々手抜きしてもいいでしょうし、家族にサ

ポートしてもらい自分はできるだけ睡眠をと

る、ということが必要です。周囲にとっては、

産後の方にはできるだけ積極的に話しかけ、

夫はできるだけこの期間は早く帰宅して、相

談相手になってあげる、育児の手伝いをする、

悩みの訴えがあったときは、あたたかい気持

ちで耳を傾ける、叱ったり、がんばれといっ

たりする励ましはこの時期適切ではないとい

われています。症状が１か月以上続くような

らば、産後うつ病に移行している可能性があ

りますので、医師にご相談いただきたいと思

います。

産後うつ病は、全体で１～２%みられ、産

後２～４週に発症して平均３か月から６か月

で寛解するといわれています。症状としては

マタニティブルーズを重くしたような、一日

中気分が沈んでいる、赤ちゃんに愛情がわか

ない、母親としての資格がないと感じてしま

う、疲れがとれない、気力がわかない、食欲

が低下している、眠れない、といったもので

す。これに関しては、専門家による治療、抗

うつ薬、抗不安薬、抗精神病薬といったもの

が処方されるようになろうかと思います。

❋

母乳育児のためには、最近はどこの産科施

設でも行っているかと思いますが、母子同室

7

サージ、乳輪や乳頭マッサージ、授乳した後、

残乳を搾乳することも赤ちゃんが十分吸えな

いときには大切です。炎症を起こしてしまえ

ば冷やし、消炎薬、抗菌薬を使うことが必要

になることがあります。

❋

私は産婦人科医であり、育児の専門家では

ありません。ただ幸いなことに、子どもが３

人おりまして、妻も医師だったものですから、

６週間の産休の後、妻の仕事の都合で私が保

育園の送り迎えやミルクをあげたり、おむつ

を替えたりすることもありました。泣かれて

どうしようかと困った経験もあります。そん

なことで、医学がわかる男親として、育児の

ことをお話させていただきます。

育児の基本というのは、赤ちゃんが生まれ

てよかったなあ、という喜びから始まります。

そして、赤ちゃんには育つ力があり、なんと

か育っていくものです。お父さんもお母さん

も最初から立派な父親、母親ではありません。

赤ちゃんと一緒に育っていくものです。お母

さんひとりではなく、夫婦、家族、そして地

域ぐるみで育てることが大切だと思います。

子育てには「こうしなくてはならない」と

いう決まったマニュアルはありません。愛情

をもって、自分たちがこうしたほうがよいと

思うことを大切にして、自信をもって育てる

ことが必要なことだと思っています。

❋

生後１か月までは、母乳やミルクは欲しが

るだけあげ、間隔が不規則でもかまいません。

おむつはぬれていそうだったら取りかえる、

育児の基本について

離さない、授乳後すぐにお腹がすいて泣く、

うんちの回数が少なく、尿が濃縮された濃い

茶色っぽい色になってくる、というようなこ

とが母乳不足のサインです。

母乳推進は大変よいことで、どの母子にと

っても母乳保育がよいことは確かです。しか

し母乳の出方には個人差があるし、また健康

上や社会的理由によって母乳育児ができない

場合もあるわけです。そのために搾乳してと

っておくということもありますし、それがで

きない方はミルクでもよろしいかと思います。

栄養面からはミルクの成分も母乳と変わりが

ないということがわかっています。母乳がよ

いというのは、赤ちゃんを抱っこしておっぱ

いをあげる、ということにもあるわけで、ミ

ルクでも愛情をもってあげることで十分補完

できるので、前向きに育児にかかわることが

大切だと思います。母乳でもテレビをみなが

ら、ゲームをしながらあげても赤ちゃんはあ

まりうれしいと思わないかもしれません。極

端に、母乳でなくてはいけない、ミルク絶対

禁止ということは、いろんな面で一部のお母

さんを追い詰めてしまうことがありますので、

余裕をもった対応がよろしいのではないかと

思っております。

❋

乳汁うっ帯、これは非感染性であり、乳腺

炎になりますと化膿性乳腺炎になります。症

状は、発熱、乳房の硬結、発赤、疼痛、熱感

です。予防としては、乳頭亀裂を起こさない

ような適切な授乳の姿勢、精神的な不安やス

トレスを除きリラックスすること、高脂肪食

は避ける、うつ乳状態を長時間続けない、授

乳時の手指の清潔などです。

ケアとしては、乳管が開口するようなマッ

6
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9

ほしいというプロジェクトをこの10年間ぐら

い行っています。

育児休暇をとれる会社を優良企業としよう

という動きがありますが、さらに私は育児休

暇を取らせない会社は税金を高くしようと厚

生労働省に言っています。「そこまではちょ

っと」となかなかやってくれません（笑）。

日本では女性の社会進出は欧米並みに進ん

できましたが、女性を支えるシステムが十分

ではありません。これからは職場における母

性健康管理の推進と男性の意識改革が必要で

あり、それを企業が率先して、政府がプロモ

ートしていかねばいけないと思っています。

また、それが少子化対策にもつながると思い

ます。

女性が母親になり社会人として生きるとい

うことを考えたときに大切なことは、子ども

はひとりの独立した個性をもっているという

ことを認めながら子育てをしていくという姿

勢だと思います。それが、この詩にもあらわ

れていると思い、最後に引用させていただき

ます。

❋

虐待とは、「子どもの心身の安全や健康な

成長・発達が、何らかの家族養育上の問題の

ために脅かされ、守られていない状態」と定

義されています。子どものこころやからだの

発達がそこなわれる場合、これらはすべて虐

待というふうに考えてよいのではないかとい

われています。虐待の初めの感情としては育

児をしているときにイライラしてしまう、赤

ちゃんがかわいく思えない、思わず手をあげ

てしまったり、強く揺さぶってしまうなどが

あり、これはお母さんから出ているSOSのサ

インです。

育児不安や虐待の増加は、最近の母子保健

の大変重要な課題になっておりますが、死亡

例の40%が０歳児です。とくに低出生体重児、

ひとり親の家庭、内縁関係、地域から孤立し

た家庭、子連れの再婚、失業中の養育者、10

代の初産婦、攻撃的衝動的な性格、情緒不安

定な養育者というようなことが背景にあると

いわれています。

❋

私は女性の方々に仕事と子育てを両立して

仕事と子育てを両立できる社会へ

8

基調講演

レントベビーです。泣いたり笑ったりするこ

とが少なく、親としては手間がかからない、

静かな赤ちゃんということになるのですが、

身近な人とのスキンシップやコミュニケーシ

ョンがあまり十分でない赤ちゃんに多いとい

われています。お母さんが忙しくて、テレビ

やビデオの前に赤ちゃんを放っておいたり、

自分も赤ちゃんと一緒にテレビをみて過ごし

てしまうことがサイレントベビーをつくると

いわれていますので、１年か２年間、授乳中

はできるだけテレビやビデオのない生活をし

て、ゆっくり赤ちゃんと向き合うことが大切

かと思います。

❋

年間300～500人が亡くなっていて、乳児期

死亡の第3位です。１歳未満では、圧倒的に

１～４か月に多いといわれています。気をつ

けるのは、うつぶせ寝ではなく仰向けに寝か

せること、赤ちゃんのそばで喫煙をしない、

母乳で育ったほうがSIDSによる死亡率が少

ない、ということからも、できるだけ母乳で

育てましょうといわれています。

❋

事故の多くは赤ちゃんをひとりにしてしま

うことです。短時間だからいいと思ってひと

りにしてしまうことがありますが、絶対にい

けません。ベビー用品はSG基準マークがつ

いたものを。ベビーベットの柵はいつも上げ

ておき、窒息予防のためには中に不要なもの

を入れておかないことです。抱いたまま、コ

ーヒーなど熱い飲み物を飲まない、車で出か

けるときはチャイルドシートを使い、車の中

にひとりでおかないことなどが必要です。

沐浴は１日に１回短めに、泣いたら抱っこす

る。まあ、男親はそのぐらいしかやることが

できませんね。赤ちゃんの目を見て、私は

30cmと教科書で知っていましたから、それ

くらいの距離で顔の表情が見えるように抱っ

こしていました。その他、安全で快適な環境

づくり、室温や日当たり、寝具などをみてあ

げるということです。一般的に１日の体重増

加は30～40gで、週に１回測り200～300g増え

ていれば順調です。睡眠に関して言えば、こ

の時期はたいてい寝ています。１～２週間は

寝ています。

３か月までの育児としては、１か月過ぎた

ころから外気浴を始め、むらに飲んだり飲ま

なかったりするのは気にしなくてかまいませ

ん。衣服はついつい着せすぎてしまうので、

大人より薄めでいいでしょう。この時期にな

ると赤ちゃんもいろいろな表情をするので、

親も楽しくなります。いろいろ話しかけてあ

げてください。

６か月になると、おむつを替えたときなど

に、運動させてやったりすると、おむつがと

れた解放感もあって、とても喜びます。「い

ないいないばあ」「たかいたかい」なども楽

しめます。最近、私は孫の世話をしますが、

男の子は暴れて追っかけるのが大変ですが、

女の子はおとなしくて、いろんなことをしゃ

べるのがとても楽しいですね。

❋

熱があるときは、温度調節、水分補給、頭

を冷やす、汗をふくなどしてください。ふだ

んから赤ちゃんの体温を知っておき、ふだん

とのちがいに気をつけてください。

❋

最近、社会的な問題となっているのがサイ

生後6か月までの事故防止

1．赤ちゃんをひとりにしない

2．ベビー用品は安全なものを
SG（Safety Goods）基準マーク

3．ベビーベットの柵はいつも上げておく　転落事故防止

4．ベビーベットの中に注意（不必要なものは置かない）
柔らかい布団やおもちゃによる窒息・誤飲防止

5．赤ちゃんを抱いたまま熱いものを飲まない　火傷防止

6．チャイルドシートをする

あなたの子どもはあなたの子どもではありません

子どもは命の表現そのものの

息子であり、娘なのです

あなたを通してこの世に出てきますが、

あなたがつくりあげたものではありません

愛情を与えることは出来ますが、

あなたの思い通りに考えを

植え付けることはできません

子どもは子ども自身の考えをもっているのですから

子どもの体を家の中においておくことはできますが、

子どもの魂をとどめておくことはできません

子どもの魂は明日という家にすんでいるのですから

そして、たとえ夢の中でも、

あなたは明日という家を

たずねることはできないのです
カリル・ギブラーン（西尾和美訳）
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うことがあります。そういうコミュニケーシ

ョンの問題が、今の子育て事情では考えてい

かなくてはならない部分だと思います。

❋

また一方で、容姿を気にし、やせ願望とい

いますか、妊娠中から食事をしっかりとらな

い方がいらっしゃいますので、気になる人に

は、食事内容まで踏み込んで要注意で見てい

く必要があります。

❋

自分の親にうまく頼れないお母さんたちも

増えていますし、一方で、おじいちゃん、お

ばあちゃんたちは孫の世話をしたいのですが、

娘さんたちと対立してしまう、といったこと

もよく聞こえてきます。

❋

このような育児事情は表面に出てきている

問題ですが、私たち助産師がそれ以前の妊娠

中からみていて、要注意かなと思うのは、ま

じめすぎる妊婦さんです。お産は試験ではな

いけれども、そこでも満点をとりたいという

マニュアル妊婦さん、体重管理などとてもま

じめでストイックに取り組んでいる方は、育

児期に必要以上にストレスをかかえることが

あります。

❋

そこで助産師はどういう視点から支援を行

うか、というところですが、本日は産後のお

母さんにポイントをおいて、まず３つのこと

をお話したいと思います。１つめはお産を振

り返ることの大切さです。お産の影響力とい

うのは、ご自身が思っているより非常に大き

助産師の行う支援とは

いものです。

お産のときのつらい経験、思いを自分の中

に押し込めてフタをしてしまうことがありま

す。そうすると、さみしい体験、うまくいか

なかったという思いが、自分はダメな親では

ないかと自分を否定し、それが医療者への不

信感にもなり、ひいては育児不安にもつなが

っていきます。

いいお産ができると、本人の自信にもつな

がり、自尊感情が高まります。自信をもった

お母さんは、そのままストレートにその気持

ちを子どもに伝えることができ、子どもがか

わいい、子どもの力を信じられるというとこ

ろにつながっていきます。まさにここのつな

がりを強くするために、私たち専門家がサポ

ートをしていくわけですが、お産の振り返り

をこの時点でしておくことがとても大事です。

❋

２つ目は母乳についての支援です。妊娠中

のお母さんたちに聞きますと、母乳で育てた

いという人は９割以上ですが、１か月健診の

ときに母乳だけで育てている方は４割ちょっ

とになってしまいます。

出産して退院後の１か月の間、一番不安に

なるのが母乳育児で、３割以上の人が、母乳

が不足しているのではないかと心配していま

10

シンポジウム

産後の母親の
健康管理と育児支援シンポジウム

社団法人日本助産師会　事務局長　市川香織

母と子によりそう助産師からのメッセージ

本日ご出席の方の半分くらいが助産師の方

とうかがっていますが、助産師とは英語では

Midwifeといい、語源が女性によりそう人、

女性のそばにいる人、と言われています。す

なわち、「よりそう」ということは、私たち

助産師にとっては仕事そのものの意味ですか

ら、そういう立場から、今回はとくに産後に

注目してお話していきたいと思います。

❋

まずは、イマドキの妊婦さんはどういう人

たちなんだろうということを皆さんと共有し

たいと思います。いわゆる「できちゃった婚」

は、いまや３割以上がそうだといわれていま

す（P37図２参照）。

❋

一方で結婚年齢が上がってきているので、

出産も高齢化しています。また不妊治療を受

けているカップルも増加しています。仕事も

しっかりして、結婚してさあ子ども、となっ

たときには30歳あるいは35歳を過ぎていて、

あわてて不妊治療に駆け込むということで、

イマドキ妊娠事情

こういった方たちも今の妊娠事情の中でひと

つの問題になっています。さらに働きながら、

妊娠・出産を迎える人たちも非常に増えてき

ています。

❋

このようなお母さんにとって、子育ては初

めて経験することでまったく未知の世界です。

今まで仕事もバリバリやってきて、お休みの

ときにはグルメに旅行だと好きなことを謳歌

していた女性たちが、子育てとはこんなにう

まくいかないのかと、とまどわれることがと

ても多いと聞いています。住んでいるマンシ

ョンやアパートの周りに、気付けば知り合い

がいなかった、ということで孤独な子育てに

なることもあるかと思います。またメールが

コミュニケーションツールとなっている方た

ちが増えているので、リアルな生活の中で人

と人とのコミュニケーションがとても下手に

なっているのではないかと思います。

何かうまくいかないときに相談する相手も

いないとなるとイライラがつのってくるとい

イマドキ子育て事情

わたしは 
できた！ 
がんばれた！ 
という自信 

子どもが 
かわいい 
 
子どもの 
力を信じ 
られる 
 

家族・周囲の 
理解・協力 

妊娠中の 
取組、 
がんばり 

いいお産 

専門家のサポート 

本人の「取り組もう、がんばろう」と思う力を支える自律 

親子関係の基礎 

いいお産へのサポートがいい親子関係へも影響
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私は学生時代から周産期医学をやろうと思

っていましたが、当時、日本ではそういうこ

とをやっている大学がなかったので、一般小

児科医、産婦人科医、新生児科医となり、そ

して保健所に入りました。

お母さんたちの子育てに対する意識の変化

を感じていますが、子育て支援ということか

らみると、現在は転換期といいますか、世紀

の変わり目にあるといえますので、その２点

からお話をしたいと思います。

❋

まず20年間の子育てをみた貴重な調査があ

ります。平成15年に兵庫県の数十万単位の市

の乳幼児健診の親に対する調査と昭和55年に

大阪府の保健所が乳幼児健診をやっていると

きの十数万の市の同様の調査を比較したもの

です。「育児でいらいらすることがあります

か」では、20年前の大阪では１歳６か月健診

のときに「はい」が１割くらい、「どちらで

も」を入れると半分くらいだったのですが、

20年後の兵庫のものでは８割です。３歳では

さらに、１歳半より増え、20年後では９割で

すから、いらいらするというお母さんたちが

増えているのです。

母親たちの子育て意識の変化
さらに見方を変えて、「よそのお子さんと

比較して見ることが多いですか？」ときいて

いるのですが、20年前は「ときどき」まで入

れると２割弱だったのが、20年後は６～７割。

子どもの数は少なくなっているのですが、子

どもにも個性があるというゆとりではなく、

あそこの子は歩くのが早いとか、うちの子は

幼稚園に行って大丈夫だろうかと、先々のこ

とを心配しつつ、よその子と比較してみてい

るのでは、と思うわけです。また、自分の育

児がどうみられているのかも気になるという

人が４割です。

❋

いらいらするのと不安な育児というのはス

トレートに関係しています。一人ひとり大事

によい子に育てたい、いい学校に入れたい、
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シンポジウム

大阪府富田林保健所　所長　佐藤拓代

新しい乳児期からの子育て支援

す。でも、ここで必要なのは、足りないから

ミルクにしましょうというようなことではな

く、なぜそういう気持ちになってしまったの

かをまず受け止めて、最初からうまくいくこ

とは少ないこと、くり返し行っていく中で上

手になっていく、つまり慣れていくことが必

要というように伝えます。慣れるのに時間が

かかる人もいますので、最初はミルクを少々

足しても、だんだん母乳だけにすることがで

きると励まし続けることが大事です。一番大

切なことは、このお母さんが母乳で育てたい

という思いをもっているかどうかです。そこ

によりそい、親子にとって必要なところをサ

ポートする。少しずつハードルを越えさせて

自信をもたせることが大事です。

❋

３つめは、パートナーや祖父母など周りと

の調整を支援することです。とくに、祖父母

世代との葛藤がありますが、世代間の調整役

も、私たち専門職の役割ではないでしょうか。

おばあちゃんたちの子育てを否定するのでは

なく、「今はこうなんですよ」と客観的にお

話しながら、このあたりをお手伝いしてほし

いということを伝えていきます。お互いの信

頼関係を深めてあげることでお母さんたちを

救ってあげることにつながります。私たちに

は世代間をつなぐ役割が求められているので

す。

❋

今、世の中には妊娠中から情報があふれ、

育児グッズもたくさんあります。それらの中

から、大事なものだけをピックアップしてい

地域コミュニティと結びつく

く力をつけてあげることが必要です。そのた

めには、子育ては○×ではない、それでいい

よ、だいじょうぶだよ、とみんなが言ってく

れる場に導くことだと思います。妊娠中の早

い時期に地域や社会とのつながりがもてる場

所にお母さんたちを導いてあげて、お互いに

コミュニケーションすることで自信をもって

子育てできる、というところにもっていって

あげたいと思います。こころとからだはリン

クしています。外に出て、からだをリフレッ

シュさせることでこころのうつうつとした気

持ちをはね返してくれることにもつながりま

す。

支援するうえで大切なことは、お母さんの

思いをすべて聞いてあげる、ということです。

そのきっかけは、ほめることです。カウンセ

リング的な対応で受け止めて、その中で必要

であれば専門的にひと言付け加えてあげる、

これでいいのだと思います。

ですから、母親を支える側も自律･自立が

必要です。自分自身も小さなハードルを設定

してひとつずつ乗り越える、越えたら自分を

ほめましょう。ほめると自己肯定感を高める

ことができるので、これは相手への支援の一

歩だと思ってやっていただけるととても効果

的だと思っています。

●母親の思いをまずはすべて出させる。 
●受け止める。 
●ほめる。 
 

専門的助言 

カウンセリング的対応 

助産師がしていること

0 20 40 60 80 100（％） 

■…はい　■…どちらでもない　■…いいえ 

43.5%兵庫3歳 

大阪1.5歳 

大阪3歳 

兵庫4か月 

兵庫1.5歳 

44.7% 11.8%

32.0% 49.1% 18.9%

10.8% 44.3% 44.9%

16.6% 45.0% 38.4%

10.9% 42.0% 47.1%

子育ての変化：Ｈ15年兵庫調査とＳ55年大阪調査①
原田正文：子育ての変貌と次世代育成支援－兵庫レポート

にみる子育て現場と子ども虐待予防、2006
育児でいらいらすることは多いですか
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いる専門職の人たちの情報をいかに共有して

同じスタンスで支援していくか、という回し

方がすごく重要になってくるわけなんです。

この事業をうまく回せるかどうかというのは、

市町村での支援のシステム、保健と福祉が連

携しているシステムがうまくできるかどうか、

そこを評価される事業でもあるのかなとも思

います。

❋

今のお母さんたちは何が心配なのかという

ことで、昭和55年の大阪の調査で古いのです

が、今、このような膨大なアンケートをして

いる調査報告はなかなかみつかりませんので、

これを参考にみると、一番心配だった時期は、

４か月になっても７か月になっても、3歳で

も、だれでも１か月のときが一番心配が多か

ったと言っています。ですから、この事業も

もっと前倒しにしてこの１か月の時期に行け

たらいいのだろうなと思います。しかし、出

生届から訪問リストを作成するタイムラグや

里帰り分娩などで、この時期の訪問が難しい

のです。だから、「１か月くらいで心配だっ

たなら、相談してきてくださいね」というメ

ッセージを送ることが大切だと思います。先

ほどの市川先生のお話の中から助産師さんが

この役割を担っていただけたらいいのではな

いか、と思います。

❋

お母さんの子育て観でいちばん肝心なのは

ご自身の体調と赤ちゃんへのイメージです。

平均2.2か月のお母さんたちを調査したので

すが、お母さんの体調がいいと「かわいい」

母親の体調と赤ちゃんへのイメージ

と思っています。赤ちゃんは思っていたのと

ちがってしんどい、というお母さんたちは体

調がよくありません。かわいいという気持ち

も体調がよかったら出てくるのです。

眠れているかどうかは、ものすごく重要で、

産後うつなどでも、眠れていないというのが

最初のサインである場合もけっこうあります。

また上の子どものことで困っている人もたく

さんいます。家の中の様子、お手伝いをして

くれる人がいるかどうか、そういうことを把

握したら、いちいち指摘するのではなく、が

んばっているね、とほめてあげてください。

❋

問題の背景にはいろいろなことが考えられ

ます。なかでも、訪問ができないというのは

要注意です。里帰りから帰ってこないのは、

夫との間に何か不満があるのかもしれない、

未熟で親とのカプセル状態から脱せないなど、

何かあるのではないかと思ったほうがいいか

もしれません。また、訪問の同意をとる工夫

も必要です。和歌山県の田辺市では、母子健

康手帳を渡すときに、同意書をとり、本人が

記入したのを忘れているかもしれないので、

控えを手帳にはさんでもらっています。里帰

りなら、連絡先を書いてもらうなどして、で

きるだけ訪問できるようにしているところも

あります。

まず訪問して、「あやしいな」と思ったら、

適切に専門職につなげる。それが「こんにち

は赤ちゃん事業」を進めていくうえで一番重

要なことだと思っています。
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子どもに過干渉をして、お母さんが望むとお

りに、子どもにムダな遊びはさせないよう、

寄り道をさせないようにして子育てをしてい

ます。お母さん方に接していると、価値観が

ごく狭い限られたところだけになり、気持ち

が子どもにばかり向かっていて、しかし思い

通りにならないのでいらいらし、子どもに対

して暴力をふるってしまう、というようなこ

とにつながっていくのではないかと考えられ

ます。

❋

そこで、「こんにちは赤ちゃん事業」とい

う大多数の人にかかわるポピュレーションア

プローチ事業が始まりました。今までは、お

母さんたちに最初に会うのは４か月児健診で

した。そのときお母さんたちに、発達や生活

リズムなどをみるためにアンケートをするの

ですが、「できない」と書くのはためらうの

ですね。何もかもうまくやっているように○

をつけてしまう。でも、親子関係が少しおか

しいので、よくよく聞いてみると、いろんな

問題をかかえていることがわかります。お母

さんたちは子育てが自分の通信簿だと思って

いますから、うまくいっているところだけほ

めてもらいたい。うまくいかないところは、

実は困っているのだけれども、余計なお節介

はしてもらいたくないのです。

「こんにちは赤ちゃん事業」は４か月まで

の家庭訪問ですが、ほとんどが２か月や３か

月のころに訪問しています。このときのお母

さん方は、まだ他の子と比較するところまで

いっていなくて、せいいっぱい赤ちゃんと生

こんにちは赤ちゃん事業の役割

活しています。この時期であれば、赤ちゃん

を迎えるときの気持ちの変化や、心配な親子

関係とか、そのへんをポピュレーションアプ

ローチの中からみつけて、支援に結び付ける

ことができると思います。

❋

これは厚生労働省が発表しているシステム

図です。「こんにちは赤ちゃん事業」で行う

ことは、子育て支援の情報提供、お母さんの

悩みや不安に耳を傾け、なおかつ養育環境の

把握です。訪問者は保健師、助産師、保育士、

愛育班員、母子保健推進員と幅広く、研修を

して行っていただく。そこから「あれ?」と

思う人をケース対応会議でとりあげ、支援の

必要な人たちは、市町村にある養育支援訪問

事業につなげ、このネットワークの中で、虐

待を予防しよう、ということです。もちろん、

いろんなところとも連携していくし、これま

で助産師さんが行っていた新生児訪問とまっ

たく別個のものではなく、これも連携して行

うという図ですね。

非専門職の方が訪問する場合、たとえば小

さい子どもさんに「あ、小さいですね」と言

うとお母さんたちが傷ついてしまうといった

ことが起こりかねないので、すでに支援して
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覚、皮膚感覚はかなり機能しているといわれ

ています。母乳の匂いもわかりますし、好ま

しくないものには顔をしかめたり、毒性のあ

るものや危険なものは避けようとします。本

来、赤ちゃんにはそういう力が備わっている、

ということを知っておいていただきたいと思

います。

❋

子ども期は精神的・肉体的に成長をする重

要な時期です。発達というのは脳が発達する

ことであり、見るもの、聞くもの、さわるも

の、経験したことすべてを脳で記憶して情報

を整理し、反復学習していくという重要な時

期であるわけです。

大脳皮質には誕生時期には1,000億個のニ

ューロンがあるといわれているのですが、成

長のピークは生後８か月で、その後、必要な

回路を残して消失するというように変化して

いきます。そして１億の神経細胞に約２万～

５万のシナプス連結をしています。ニューロ

ンの形成がとても早い時期に行われていると

いうことは、たくさんの刺激が入っていくと

いうことであり、そのためにも、いろいろな

刺激をちゃんと入れてあげるということが重

要かと思います。

❋

生まれてすぐは眠ったり起きたりして、１

日のほとんどは眠っています。眠りにはレム

睡眠とノンレム睡眠があり、赤ちゃんの時期

はレム睡眠の割合が多いのが特徴です。レム

睡眠というのは脳に入った情報を記憶したり

整理するのに必要な睡眠なので、赤ちゃんは

それだけ多くの情報を受け取っていると考え

ることができます。

また、昔から「寝る子は育つ」と言われて

いるように、いい睡眠をとれるようにしてい

くことが大事です。というのは深いノンレム

睡眠中に脳下垂体から成長ホルモンが大量に

分泌されているからです。成長ホルモンは、

骨を伸ばしたり筋肉を増やしたりしてからだ

を大きくするというイメージをもたれるかと

思いますが、一方でからだの組織の痛んでい

るところを治す作用もあり、子どもが成長す

るために一番大切なホルモンです。夜11時か

ら12時くらいのところで一番たくさん出てく

るので、この時間帯にはぐっすり眠れるよう

に環境を整えていくことが重要だということ

です。

❋

赤ちゃんが示す反応について、お母さん方

は自分が何かをしたせいではないか、何か異

常ではないかなどと思うことがあるようです。

とくに乳児期初期の原始反射の反応は分から

ないことが多いようです。原始反射といわれ

るのは、脳の発達と関係しています。掌握反

射、モロー反射、引き起こし反射、吸
きゅう

てつ反

赤ちゃんの反応と脳の発達
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山梨大学大学院医学工学総合研究部成育看護学講座准教授　石川眞里子

赤ちゃんとの新しい生活を楽しみましょう

私は大学で成育看護学の中の小児看護学を

担当し、学生に教える他、大学病院の病棟や

外来で子どもたちとかかわっています。本日

は、赤ちゃんとの生活を楽しみましょうとい

うことの中に、毎日赤ちゃんは少しずつ変化

し、いろいろなことに反応しているので、マ

マたちにはその変化や反応をみつける楽しみ

があるように、また第一発見者であることか

ら、とても大事な役割をママがもっているこ

とを知ってもらえるようにしたいと思います。

❋

本日配布の冊子『誕生から６か月まで　は

じめまして赤ちゃん』にもありますが、赤ち

ゃんの体重、体格、体形がどんなものか、き

ちんと言葉で伝えておくことが大事かと思い

ます。生まれたときからどんどん体重が増え

るわけではなく、生理的な体重減少があり、

３～４日過ぎて元に戻ること。頭が大きい４

頭身で、腕はW字、足はM字の姿勢をしてい

るのは、３～４か月ころまでは屈筋が伸筋よ

り強いためです。それが赤ちゃんにとっては

普通の体位なんだと知ってもらうこと。お腹

はぽっこりしていて、でべそなのは、まだ腹

直筋が弱いので、授乳のあとに胃がふくらみ、

おなかが出るからです。

赤ちゃんのからだについて

❋

抱っこしていると呼吸数が早いと感じられ

るかと思いますが、とりこんだ酸素を全身に

送るために心拍数を上昇させて全身に血液を

送っているわけです。呼吸数は１分間に40～

50回、脈拍数も１分間に120回前後と多くな

ります。代謝が高いので体温は高めです。腋

下の体温は体表の温度を測定しており、37度

くらいあるのが普通ですが、３か月くらいま

では体温中枢が未発達なために気温に左右さ

れやすく、夏は高めになったり冬は低めにな

ったりします。ですから、体温調節には環境

をこちらで整えてあげる必要があります。

❋

赤ちゃんの日々の変化は、五感を通して

日々発達しているということです。感覚器官

は、脳とともに発達していくわけですが、基

本的に妊娠36週ぐらいには脳の構造そのもの

は、ほぼつくられています。しかし、機能そ

のものはまだ未熟で、いろいろな情報をまだ

うまく処理はできません。例えば視覚そのも

のは相当できあがっていて、新生児の視力は

0.01から0.03ぐらいといわれています。赤ち

ゃんとお母さんの距離が30cmくらいならば

見える距離ということです。嗅覚や聴覚、味

五感や脳の発達について
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睡眠と成長ホルモン「寝る子は育つ」



18

シンポジウム

射などがあり、このようないわゆる脊髄レベ

ルの反射というのは、３か月ごろにはだんだ

ん消失していきます。

それから、今度は中脳レベルの立ち直り反

射のようなものは６か月くらいに現れて５歳

くらいまでの、いわゆる大脳皮質が成熟する

まで残っています。大脳皮質レベルの反射は、

８か月頃に出現し、それを獲得した後は平衡

反応という形で一生存在します。パラシュー

ト反射、とびはね反応です。お母さん方が赤

ちゃんの反射をみるとき、脳のどのあたりの

レベルが発達してきているので、このような

反応が現れてきたんだなというように考える

と納得ができるのではないでしょうか。

❋

赤ちゃんが笑う新生児微笑は、サルにも同

じような反応がみられるといわれていますが、

親は赤ちゃんが「笑ってくれた!」と喜んで

あやすことにつながることが大事だと思いま

す。

そういう親と赤ちゃんの関係が、言葉を育

てることにもつながっていきます。お母さん

はマザリーズといわれるピッチが高く抑揚の

ある話し方をします。話しかけられた赤ちゃ

んは、他の声よりも注意して聞いていて、生

後数か月で「アー」とか「ウー」とか、いわ

ゆるクーイングといわれる声を出すようにな

ります。舌や唇を使わない母音が中心の声で

すね。話しかけると赤ちゃんが声を出し、そ

の声に対して話しかけたら、また赤ちゃんが

聞いている、といったコミュニケーションが

できるようになってきます。

赤ちゃんは言葉がわからないから話しかけ

してもしょうがない、と思われがちですが、

ちゃんと言葉のもととなる声をよく聞いてい

ます。声のキャッチボールによるコミュニケ

ーションが始まっているということを知って

もらうことは大事なことだと思います。

❋

赤ちゃんへのかかわり方としてよく知られ

ているもののひとつに「いないいないばあ」

があります。これは、ある意味で脳を発達さ

せるとても重要なかかわり方といわれていま

す。赤ちゃんは「いないいない」を聞いたと

き、「きっとおもしろい顔がくるぞ」と期待

しながら待つわけで、それは作業記憶という

記憶能力のひとつです。このような遊びを通

して大人とのかかわりを楽しむことは、赤ち

ゃんの中に社会の中で人間として生きる能力

が芽生えてきた証ともいえます。

❋

皮膚感覚も重要で、赤ちゃんは皮膚からた

くさんの情報を得ています。とくに、触覚と

いわれる口唇、舌、手掌、足底などはとても

敏感です。痛みも６～８週くらいで成人と同

様に感じています。そういう意味で、赤ちゃ

んは、とても敏感だということもよくお母さ

ん方に伝えていただきたいと思います。

からだがふれ合うと、ぬくもりとやわらか

さの感触から赤ちゃんは安心するのですが、

五感を通じて脳が育っていくという視点から

も、ママとパパにはたくさんスキンシップを

とっていただきたいですね。

赤ちゃんの反応をみると、日々いろいろに

変化していていることに気づくと思います。

そして、「その第一発見者はママなんですよ。

そんな素晴しくかけがえのないチャンスを、

パパと一緒に楽しんでいきましょう」とご両

親にエールを送っていただきたいと思います。
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中林 会場の皆さん方から質問をたくさんい

ただきましたので、項目ごとにまとめながら、

順番にお答えしたいと思います。

まず、父親の育児参加について。

「このご時勢には、なかなか父親が育休を

とりづらいと思います。どうしたらいいでし

ょう」という声がありました。仰るとおりで、

育休をとると出世できないなど、難しい問題

がありますが、だんだん社会全体として企業

に対して要求をしていき、有識者などがそう

いうことを繰り返し訴えていくことが大事で

すね。そして、ここにいる全員が、実際に女

性が育休をとりやすく、男性もそうなるよう

に働きかけ、応援してもらいたいと思います。

「夫にはどの時点でどのように子育てなど

の勉強をしてもらったらいいでしょう」とい

う質問もありました。産後のお母さん方が育

児をするにしたがって母親になっていくのと

同じで、父親は母親よりも少し遅れて父性と

いうものが少しずつ育っていきます。母親よ

り遅れるので教育も必要ですが、赤ちゃんが

このようなことができるようになったなど、

お母さんからお話していくことが教育になる

ので、あせらずに、ゆっくり対応していただ

くのがよいのではないかと思います。

市川 中林先生のお話にありました父性にも

関連することですが、「育児をイメージでき

るような支援とは?」という質問がありまし

た。妊娠中からの支援のひとつとしては、皆

さんもやっていらっしゃると思いますが、夫

も一緒に参加できる機会をもつ、ということ

です。お腹の中に赤ちゃんがいるという経験

は男性にはないわけですから、それを少しで

も身近に考えていただけるような体験をして

いただいたり、「お腹にいるときからパパの

声は聞こえていますよ」などと子どもに対し

て二人の意識をもっていけるような言葉のか

け方をしていくことがまず必要だと思います。

お産の立ち会いについては賛否両論ありま

すが、百聞は一見にしかずで、お母さんの産

む力と赤ちゃんの生まれてくる力が一緒にな

るということ、そこに立ち会うことは何より

も夫がお父さんになっていくひとつのステッ

プになるのではないかと思います。

授乳に関する質問も寄せられました。「授

乳に関する悩みが非常に深刻になっています。

赤ちゃんの体重の増加不良を指摘されて、母

乳不足に悩み、ミルクの追加を始め、新生児

期に母乳とミルク120mlを与えました。赤ち

ゃんの体重が非常に増えたので、お母さんは

体重増加にとても満足していますが、母乳も

ミルクもやめられないので困っています。ど

のようにかかわっていけばいいでしょうか」

総合討論および質疑応答

●平成22年2月3日（水） 於：内幸町ホール

※色文字は会場の声を表します。


